


            

 
 

 

 

 

 
 
 
 

高
齢
者
が
通
院
に
利
用
で
き
る

よ
う
町
立
病
院
へ
の
民
間
路
線
バ

ス
乗
り
入
れ
に
つ
い
て
住
民
要
望

が
あ
る
。

現
在
、
町
は
週
２
回
、
無
料
送

迎
バ
ス
を
運
行
し
て
い
る
が
、
運

行
日
以
外
の
通
院
や
南
十
勝
で
も

一
番
充
実
し
て
い
る
リ
ハ
ビ
リ
科

に
、
毎
日
で
も
通
院
す
る
場
合
に
、

一
番
近
い
バ
ス
停
か
ら
病
院
ま
で

の
距
離
は
、
高
齢
者
に
は
つ
ら
い
。

通
院
に
民
間
バ
ス
が
利
用
で
き
れ

ば
、
家
族
の
負
担
軽
減
に
も
な
る
。

町
立
病
院
前
に
バ
ス
停
の
設
置
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
バ
ス
会
社
と
協

議
し
て
ほ
し
い
。

最
近
、
道
内
自
治
体
で
も
導
入

が
進
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ

い
て
も
検
討
で
き
な
い
か
。

 
 
 
 
 

Ｊ
Ｒ
バ
ス
は
、
え
り
も
町
か
ら

広
尾
町
及
び
帯
広
方
面
へ
向
か
う

ア
ク
セ
ス
路
線
と
し
て
運
行
し
て

い
る
。
十
勝
バ
ス
は
、
旧
国
鉄
広

尾
線
の
沿
線
６
市
町
村
で
バ
ス
輸

送
確
保
対
策
協
議
会
を
設
置
し
、

 
 
 
 
 
 

昭
和
41
年
に
建
設
の
児
童
福
祉

会
館
は
、
す
で
に
築
43
年
が
経
過

し
た
。
老
朽
化
と
と
も
に
駐
車
場

も
狭
く
、
ま
た
、
ホ
ー
ル
が
２
階

で
高
齢
者
に
は
利
用
し
づ
ら
い
。

23
年
度
か
ら
始
ま
る
第
５
次
ま

ち
づ
く
り
推
進
総
合
計
画
の
住
民

意
識
調
査
で
も
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
を
望
む
声
が
多
い
。

今
日
ま
で
当
該
施
設
の
建
設
計

画
が
あ
っ
た
が
、
財
源
確
保
が
困

難
と
の
理
由
で
先
送
り
さ
れ
て
き

た
。新

計
画
策
定
に
あ
た
り
、
財
源

を
確
保
し
た
う
え
で
住
民
要
望
の

多
い
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
建
設

す
べ
き
と
思
う
が
。

 
 
 
 
 

活
動
拠
点
と
し
て
、
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
の
必
要
性
は
深
く
理
解

し
て
い
る
。

児
童
福
祉
会
館
は
、
高
齢
者
や

 

     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                 

鉄
道
廃
止
後
の
代
替
輸
送
路
線
と

し
て
維
持
に
努
め
て
い
る
の
で
、

関
係
市
町
村
の
路
線
変
更
等
の
理

解
も
必
要
だ
。

ま
た
、
町
立
病
院
周
辺
は
、
救

急
搬
送
、
周
辺
施
設
へ
の
出
入
り

な
ど
、
車
両
や
通
行
者
も
多
く
、

運
行
に
は
十
分
注
意
す
る
と
と
も

に
、
停
車
帯
な
ど
の
整
備
も
必
要

と
な
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
両

バ
ス
会
社
に
要
望
し
た
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
運
行

形
態
、
委
託
内
容
な
ど
、
地
元
事

業
者
と
の
競
合
や
経
営
の
圧
迫
な

ど
も
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
総
合
的

に
検
討
し
た
い
。

             



            

障
害
者
に
不
便
を
か
け
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
住
民
意
識
調
査
で
も

新
設
の
要
望
が
あ
る
。
し
か
し
、

団
体
意
向
調
査
や
懇
談
会
で
は
、

財
政
を
考
慮
し
て
既
存
施
設
を
再

整
備
す
る
な
ど
の
意
見
も
あ
る
。

施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
ま
ち

づ
く
り
推
進
計
画
委
員
会
で
協
議

し
て
い
る
が
、
財
政
面
で
厳
し
い

状
況
に
あ
る
。
住
民
要
望
を
参
考

に
、
総
合
的
な
観
点
か
ら
、
第
５

次
ま
ち
づ
く
り
推
進
総
合
計
画
で

総
合
的
に
判
断
し
た
い
。

 
 
 
 
 
 

中
札
内
村
で
は
今
年
８
月
か
ら
、

村
内
在
住
の
高
齢
者
、
障
害
者
が

更
別
村
の
温
泉
施
設
を
利
用
す
る

場
合
に
利
用
料
の
半
額
助
成
を

始
め
た
。

ま
た
、
大
樹
町
で
は
、
町
内
在

住
の
高
齢
者
を
対
象
に
町
内
温
泉

入
浴
料
５
０
０
円
を
３
０
０
円
に
、

ま
た
、
更
別
村
で
も
入
浴
料
４
０

０
円
を
高
齢
者
は
１
０
０
円
と
す

る
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

本
町
も
、
大
樹
町
や
幕
別
町
忠

類
の
温
泉
施
設
を
利
用
す
る
町
内

在
住
の
高
齢
者
等
に
対
し
、
入
浴

料
の
助
成
を
す
べ
き
と
思
う
が
ど

う
か
。

 
 
 
 
 

町
で
は
、
敬
老
祝
い
金
制
度
を

は
じ
め
高
齢
者
福
祉
に
努
め
て
い

る
。
ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
と

連
携
し
な
が
ら
、
ひ
と
り
暮
ら
し

や
障
害
者
を
持
つ
高
齢
者
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
も
図
っ
て
い
る
。

老
人
ク
ラ
ブ
や
町
内
会
単
位
に
、

年
１
回
で
は
あ
る
が
、
町
有
バ
ス

の
提
供
に
よ
り
近
隣
の
温
泉
に
も

 
 
 
 
 
 
 

４
月
か
ら
の
要
介
護
認
定
の
新

制
度
は
、
軽
度
に
判
定
さ
れ
る
と

批
判
が
あ
る
が
、
本
町
で
の
認
定

結
果
は
ど
う
か
。

経
過
措
置
は
、
新
規
・
区
分
変

更
の
申
請
者
に
は
適
用
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
不
公
平
が
生
じ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

厚
生
労
働
省
は
、
世
論
の
批
判

を
受
け
10
月
か
ら
見
直
し
た
調
査

基
準
で
の
認
定
を
開
始
す
る
と
い

う
が
、
そ
の
内
容
は
ど
う
か
。

必
要
な
介
護
を
安
心
し
て
受
け

ら
れ
る
制
度
と
す
る
の
が
町
民
の

願
い
。
制
度
の
抜
本
的
見
直
し
が

必
要
で
は
な
い
か
。

 
 
 
 
 

新
制
度
で
の
認
定
結
果
は
、
１

次
判
定
で
前
回
と
同
じ
判
定
が
37

件
、
前
回
よ
り
重
く
な
っ
た
の
は

18
件
、
前
回
よ
り
軽
く
な
っ
た
の

は
49
件
。
そ
の
後
の
２
次
判
定
で
、

介
護
度
が
低
く
判
定
さ
れ
、
経
過

措
置
に
よ
り
前
回
と
同
じ
判
定
に

戻
っ
た
方
は
16
件
、
前
回
よ
り
軽

度
で
よ
い
と
さ
れ
た
方
が
６
件
と

な
っ
た
。

経
過
措
置
は
、
申
請
に
基
づ
き
、

前
回
と
同
じ
介
護
度
に
戻
し
、
今

ま
で
と
同
等
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
も
の
で
、
８
月
ま
で

に
32
件
の
申
請
が
あ
っ
た
が
、
前

歴
が
な
い
た
め
に
経
過
措
置
が
適

用
さ
れ
ず
、
新
制
度
で
は
不
公
平

が
生
じ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

10
月
か
ら
の
改
正
で
判
定
が
軽

度
に
な
っ
て
い
る
も
の
な
ど
が
、

解
決
さ
れ
る
と
思
っ
て
い
る
。

介
護
保
険
制
度
は
、
安
心
し
て

自
分
が
必
要
と
思
う
介
護
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
抜
本
的
な
見
直
し

が
必
要
と
考
え
る
。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

            

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

出
か
け
ら
れ
る
よ
う
多
面
的
な
支

援
も
実
施
し
て
い
る
。

今
後
、
高
齢
者
の
扶
助
費
増
加

も
見
込
ま
れ
る
が
、
総
合
的
な
支

援
策
を
判
断
し
、
高
齢
者
福
祉
対

策
に
務
め
る
。

             



            

 
 
 
 
 
 
 

雇
用
・
失
業
情
勢
は
一
段
と
厳

し
い
状
況
に
あ
る
。

厚
生
労
働
省
は
、
２
０
０
７
年

度
か
ら
通
年
雇
用
促
進
支
援
事
業

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
が
、
予
算

規
模
が
小
さ
く
、
労
働
者
の
所
得

保
障
は
認
め
な
い
な
ど
有
効
な
対

策
で
は
な
い
。
本
町
で
の
効
果
は

具
体
的
に
ど
う
か
。

今
春
、
季
節
労
働
者
対
策
と
し

て
明
き
ょ
の
雑
木
処
理
を
実
施
し

た
が
、
こ
の
冬
や
来
春
の
対
策
は

検
討
し
て
い
る
の
か
。

 
 
 
 
 

19
年
10
月
に
帯
広
・
南
十
勝
通

年
雇
用
促
進
協
議
会
を
設
立
し
、

国
の
委
託
事
業
を
主
に
季
節
労
働

者
の
就
労
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

成
果
と
し
て
、
通
年
雇
用
は
57

人
と
報
告
を
受
け
て
い
る
。
う
ち

広
尾
町
で
大
型
自
動
車
運
転
免
許

取
得
に
よ
り
１
人
が
通
年
雇
用
と

な
っ
た
。

不
況
に
起
因
す
る
雇
用
不
安
は
、

依
然
払
拭
さ
れ
ず
、
厳
し
い
経
済

状
況
で
の
雇
用
の
確
保
に
つ
い
て
、

国
へ
の
要
請
を
引
き
続
き
行
う
。

冬
期
間
で
の
町
単
独
事
業
の
実

施
に
向
け
、
今
の
財
政
状
況
と
冬

期
間
の
作
業
効
率
の
低
さ
な
ど
を

勘
案
し
、
検
討
す
る
。

 
 
 
 
 
 
 

今
年
４
月
か
ら
保
育
所
に
３
人

以
上
通
っ
て
い
る
と
き
、
第
３
子

か
ら
の
保
育
料
は
無
料
に
な
っ
た
。

こ
れ
は
、
子
育
て
支
援
と
し
て
有

効
な
施
策
と
思
う
。

し
か
し
、
上
の
子
が
小
学
校
、

中
学
校
、
高
校
に
通
っ
て
い
て
第

３
子
が
保
育
所
と
い
う
家
庭
も
あ

る
。
有
効
な
子
育
て
支
援
と
い
う

な
ら
、
対
象
年
齢
を
広
げ
、
３
人

目
以
降
で
あ
れ
ば
無
料
と
す
べ
き

で
な
い
か
。
小
学
校
卒
業
ま
で
対

象
を
広
げ
る
に
は
、
３
９
０
万
円

の
予
算
が
あ
れ
ば
可
能
と
い
う
。

新
年
度
に
向
け
検
討
す
べ
き
で
な

い
か
。

 
 
 
 
 

４
月
に
国
の
改
正
に
合
わ
せ
、

第
３
子
以
降
の
保
育
料
を
無
料
と

す
る
改
正
を
行
っ
た
。
国
の
基
準

で
は
、
同
一
世
帯
か
ら
２
人
以
上
、

就
学
前
児
童
が
入
所
し
た
場
合
と

定
め
ら
れ
て
お
り
、
町
も
国
の
基

準
に
準
じ
て
改
正
し
た
。

無
料
化
の
年
齢
の
拡
大
に
つ
い

て
は
、
保
護
者
と
と
も
に
、
児
童

を
心
身
と
も
健
や
か
に
育
成
す
る

責
任
の
観
点
か
ら
、
少
し
で
も
子

供
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
を
整

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

現
在
、
自
主
・
自
立
推
進
プ
ラ

ン
の
見
直
し
を
進
め
て
お
り
、
無

料
化
の
拡
大
が
可
能
か
、
総
合
的

に
検
討
し
、
判
断
し
た
い
。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                    

                

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

             



            

 
 

 

 

 

 
 
 
 

教
育
に
関
す
る
事
務
の
管
理
と

執
行
の
状
況
の
評
価
に
つ
い
て
の

報
告
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
こ
と
は

行
政
の
公
開
制
、
透
明
性
の
点
か

ら
評
価
す
る
。

今
年
に
入
っ
て
、
中
札
内
村
や

黄
金
道
路
で
痛
ま
し
い
死
亡
交
通

事
故
が
発
生
し
た
。

教
育
委
員
会
と
し
て
、
児
童
生

徒
の
登
下
校
時
の
安
全
性
の
確
保

に
最
大
限
の
努
力
が
求
め
ら
れ
、

ま
た
小
学
校
の
統
合
で
通
学
経
路

も
変
わ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
対
策

が
必
要
と
な
る
。
合
わ
せ
て

｢

子

ど
も
１
１
０
番
の
家｣

に
つ
い
て

も
状
況
を
聞
く
。

 
 
 
 
 
 

交
通
安
全
に
つ
い
て
は
、
道
徳

や
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
、
教
科
に
お
け

る
指
導
を
は
じ
め
、
交
通
安
全
教

室
で
の
交
通
ル
ー
ル
の
理
解
と
遵

守
、
特
に
自
転
車
の
交
通
マ
ナ
ー

や
点
検
に
つ
い
て
指
導
し
て
い
る
。

学
校
で
の
指
導
が
正
し
く
実
践
さ

れ
る
よ
う
、
家
庭
と
の
連
携
に
も

努
め
て
い
る
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
す
る
児

童
生
徒
に
は
、
定
期
的
に
教
職
員

を
同
乗
さ
せ
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の

着
用
、
乗
車
マ
ナ
ー
の
指
導
も
行
っ

て
い
る
。

23
年
３
月
末
を
め
ど
に
、
広
尾

小
と
第
二
小
を
統
合
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
通
学
方
法
の
一
つ
と

し
て
、
民
間
路
線
バ
ス
の
活
用
も

視
野
に
入
れ
て
い
る
。

｢

子
ど
も
１
１
０
番
の
家｣

は
、

今
後
も
継
続
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

 

                

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

町
議
会
は
、
議
決
権
、
調
査

権
、
監
査
請
求
権
な
ど
多
く
の

権
限
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
権
限
に
基
づ
き
町
議
会
は

次
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。

 
 
 

町
議
会
の
最
も
基
本

的
な
仕
事
で
す
。
条
例
や
予
算

等
重
要
な
問
題
に
つ
い
て
審
議
・

調
査
・
決
定
を
し
ま
す
。

 
 
 

議
長
、
副
議
長
を
初

め
選
挙
管
理
委
員
な
ど
の
選
挙

を
し
ま
す
。

 
 
 

副
町
長
、
監
査
委
員

な
ど
を
町
長
が
選
任
す
る
場
合

に
は
、
議
会
の
同
意
が
必
要
で

す
。

 
 
 
 
 
 
 
 

町
の
事

務
等
に
つ
い
て
検
査
を
し
た
り
、

監
査
委
員
に
監
査
の
請
求
が
で

き
ま
す
。

 
 
 

町
の
事
務
な
ど
に
つ

い
て
調
査
で
き
、
必
要
に
応
じ

て
出
頭
や
証
言
、
記
録
の
提
出

を
請
求
し
ま
す
。

 
 
 
 
 
 
 

町
の
公
益

に
か
か
わ
る
事
柄
に
つ
い
て
、

国
や
道
な
ど
の
関
係
行
政
機
関

に
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。

             



            

 
 
 

平
成
21
年
７
月
16
日

町
立
図
書
館
を
視
察
後
、
20
年

度
の
図
書
館
利
用
状
況
及
び
21
年

度
の
図
書
館
活
動
運
営
方
針
等
の

説
明
を
受
け
た
。

 

  

 
 
 
 
 
 

・
開
館
日
数

本
館
２
９
６
日
、

移
動
図
書
館

60
日

・
利
用
者
数

９
９
１
９
人

・
貸
出
数

４
８
４
４
７
冊

・
予
約
、
リ
ク
エ
ス
ト
の
状
況

予
約
冊
数

５
５
２
冊
、
リ
ク

エ
ス
ト
冊
数

１
４
３
冊

・
利
用
登
録
者
数
の
状
況

１
５
４
３
人

 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
19
年
度
末
６
９
６
２
５
冊

平
成
20
年
度
末
７
１
９
８
４
冊

※
文
学

(

29
・
２
％)

、
児
童
書

(

37
・
８
％)

の
構
成
割
合
が
高
い
。

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

蔵
書
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

特
色
あ
る
図
書
館
づ
く
り
を
目
指

す
。
図
書
館
サ
ー
ク
ル
の
育
成
と

移
動
図
書
館
及
び
移
動
文
庫
等
に

よ
る
図
書
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図

り
、
児
童
・
生
徒
を
は
じ
め
地
域

住
民
の
読
書
活
動
の
普
及
に
努
め

る
。

 

  

 
 
 
 
 
 
 

・
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
の
推
進

・
移
動
図
書
館
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン

(

小
学
校
新
入
生)

・
図
書
貸
出
冊
数
の
増
進

・

｢

朝
の
読
書｣

、｢

学
級
訪
問
お

は
な
し
会｣

、｢

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ

(

職
場
体
験)

｣

等
、
学
校

と
の
連
携

・
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス

(

利

用
者
の
研
究
や
調
査
援
助)

の

充
実

 
 
 
 
 

【
４
月
】

・
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

連
絡
会
議
開
催

・
町
立
病
院
院
内
会
議
開
催

【
５
月
】

・
十
勝
港
保
安
委
員
会
開
催

・
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

連
絡
会
議
開
催

・
病
院
、
健
康
セ
ン
タ
ー
に

｢

発

熱
外
来｣

設
置
検
討

・
保
健
福
祉
課
、
社
協

｢

新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
打
合
せ
会

議｣

開
催

【
６
月
】

・
役
場
庁
舎
に
消
毒
液
設
置
、
マ

ス
ク
準
備

 
 
 
 
 
 
 

｢
医
療
の
確
保
、
検
疫
等
に
関
す

る
運
用
指
針｣

の
改
定

(

６
月

19
日
厚
生
労
働
省)

・
感
染
症
指
定
医
療
機
関
で
の
入

院
措
置
を
原
則
取
止
め
、
自
宅

療
養
。
ま
た
、
一
般
医
療
機
関

で
も
入
院
可
。

・
発
熱
外
来
に
限
定
せ
ず
、
す
べ

て
の
医
療
機
関
で
受
診
可
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
陽
性
と
診
断
さ
れ
て
も
、
症
状

が
軽
症
の
場
合
は
自
宅
療
養
。

・
医
師
の
指
示
等
に
従
い
、
外
出

を
自
粛
し
自
宅
療
養
。

委
員
か
ら
、
町
内
で
発
症
者
が

出
た
場
合
に
、
治
療
薬
の
タ
ミ
フ

ル
、
リ
レ
ン
ザ
の
在
庫
、
確
保
は

ど
う
か
と
の
質
疑
が
あ
っ
た
。

町
か
ら
は
、
町
立
病
院
及
び
町

内
薬
局
に
備
蓄
が
あ
り
、
町
内
で

発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
直
ぐ

に
入
手
で
き
る
状
況
に
あ
る
と
の

説
明
が
あ
っ
た
。

 

       

            

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

              

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

委
員
か
ら
、
廊
下
に
も
書
棚
が

置
か
れ
て
い
る
な
ど
手
狭
な
環
境

に
あ
り
、
増
築
を
検
討
で
き
な
い

か
と
の
質
疑
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に

対
し
教
育
委
員
会
か
ら
は
、
現
在

策
定
中
の
第
５
次
ま
ち
づ
く
り
計

画
案
で
検
討
し
た
い
と
の
説
明
が

あ
っ
た
。

ま
た
、
町
立
図
書
館
は
長
年
の

子
ど
も
の
読
書
活
動
が
評
価
さ
れ
、

本
年
度
の
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を

受
け
た
。
図
書
館
の
運
営
に
携
わ
っ

て
き
た
関
係
者
の
こ
れ
ま
で
の
努

力
に
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

             



            

 
 
 

平
成
21
年
７
月
30
日
・

８
月
６
〜
７
日

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

伊
達
セ
ン
タ
ー
は
、
北
海
道
が

施
設
整
備
を
行
い
社
団
法
人
北
海

道
栽
培
漁
業
振
興
公
社
が
北
海
道

か
ら
貸
与
を
受
け
、
北
海
道
栽
培

漁
業
運
営
基
金
の
運
用
益
な
ど
に

よ
り
管
理
運
営
し
て
い
る
。
21
年

度
の
運
営
費
は
、
９
７
０
０
万
円
。

伊
達
セ
ン
タ
ー
は
、
え
り
も
以

西
太
平
洋
海
域
の
広
域
的
栽
培
対

象
魚
種
で
あ
る
マ
ツ
カ
ワ
の
種
苗

生
産
施
設
の
拠
点
と
し
て
整
備
さ

れ
、
種
苗
生
産
と
中
間
育
成
が
行

わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
え
り
も
町

に
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
が
整
備
さ
れ
、

中
間
育
成
が
行
わ
れ
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

伊
達
セ
ン
タ
ー
で
は
毎
年
３
月

頃
か
ら
採
卵
作
業
、
ふ
化
後
の
種

苗
生
産
が
開
始
さ
れ
る
。
種
苗
と

し
て
体
長
30
ミ
リ
に
育
っ
た
１
２

５
万
尾
の
う
ち
、
44
万
尾

(

35
％)

は
え
り
も
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
に
移
さ

れ
、
伊
達
セ
ン
タ
ー
に
残
る
81
万

尾
と
と
も
に
、
８
月
上
旬
ま
で
中

間
育
成
さ
れ
る
。

放
流
サ
イ
ズ
の
80
ミ
リ
ま
で
中

間
育
成
さ
れ
た
約
１
０
０
万
尾
の

稚
魚
は
、
え
り
も
以
西
海
域
に
放

流
さ
れ
、
お
よ
そ
３
年
後
に
は
35

セ
ン
チ
以
上
と
な
っ
て
漁
獲
さ
れ

る
。
な
お
、
20
年
度
の
え
り
も
以

西
海
域
に
お
け
る
マ
ツ
カ
ワ
漁
獲

量
は
、
全
体
で
８
５
８
３
９
㎏
、

漁
獲
金
額
は
約
８
６
５
０
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

白
老
町
内
の
農
家
２
か
所
を
現

地
視
察
し
た
。
２
か
所
と
も
白
老

牛

(

黒
毛
和
種)

の
生
産
農
家
で
、

敷
地
及
び
家
畜
の
運
動
場
等
に
鉄

鋼
ス
ラ
グ
を
使
用
。
ま
た
、
以
前

は
未
利
用
だ
っ
た
湿
地
帯
を
草
地

と
し
て
造
成
す
る
際
に
、
下
盤
に

ス
ラ
グ
を
使
用
し
た
と
こ
ろ
、
良

好
な
結
果
が
出
て
い
た
。

ス
ラ
グ
を
利
用
し
て
い
る
農
家

敷
地
は
粉
塵
の
心
配
も
無
く
、
融

雪
時
や
雨
天
時
の
水
は
け
も
良
い

た
め
泥
濘
化
が
防
げ
る
効
果
を
は

じ
め
、
特
に
、
高
温
下
で
生
成
さ

れ
る
ス
ラ
グ
は
滅
菌
性
が
高
く
、

雑
菌
等
の
繁
殖
も
防
げ
る
こ
と
か

ら
牛
の
健
康
状
態
も
よ
く
、
ま
た
、

ス
ラ
グ
自
体
の
比
熱
の
大
き
さ
か

ら
冬
期
間
で
も
保
温
性
が
あ
り
、

家
畜
に
と
っ
て
良
い
環
境
を
与
え

る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
導
入
効

果
に
満
足
し
て
い
る
。

な
お
、
ス
ラ
グ
価
格
は
通
常
の

砂
利
と
比
べ
て
も
安
価
で
、
ま
た

施
工
方
法
も
特
別
な
も
の
で
は
な

く
、
砂
利
と
同
様
に
施
工
で
き
る

と
の
こ
と
だ
っ
た
。

ス
ラ
グ
は
地
元
業
者
が
本
州
の

製
鉄
会
社
か
ら
購
入
し
て
お
り
、

町
内
で
使
わ
れ
始
め
た
平
成
15
年

度
以
降
、
昨
年
度
ま
で
に
累
計
で

約
48
万
ト
ン
が
白
老
港
に
陸
揚
げ

さ
れ
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

町
内
で
は
農
家
の
ほ
か
に
、
木

材
会
社
の
原
木
置
き
場
で
も
ス
ラ

グ
が
使
わ
れ
い
る
。
そ
こ
で
は
、

従
前
泥
濘
化
に
よ
る
周
辺
道
路
の

汚
損
な
ど
に
苦
慮
し
て
い
た
が
、

ス
ラ
グ
を
路
盤
材
と
し
て
使
用
し

た
結
果
、
泥
濘
化
も
解
消
さ
れ
、

同
時
に
固
く
締
ま
っ
た
置
き
場
内

で
の
作
業
効
率
も
向
上
し
た
と
の

説
明
を
受
け
た
。

 

       

            

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

            

           

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

             



            

 

  
  
  
  

大
丸
山
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
は
寒
さ
と
共
に
輝
き
を
増
し
、

街
な
か
の
各
家
庭
で
も
工
夫
を

凝
ら
し
た
灯
り
が
ク
リ
ス
マ
ス

ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
る
季
節
と

な
り
ま
し
た
。
２
０
０
９
年
も

目
ま
ぐ
る
し
く
過
ぎ
去
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。

政
権
交
代
の
変
革
の
中
で
地

方
自
治
体
の
実
力
が
試
さ
れ
る

時
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
回
の
議
会
広
報
は
、
９
月

の
第
３
回
定
例
会
で
の
一
般
質

問
を
中
心
に
編
集
し
ま
し
た
。

質
問
者
は
４
人
で
、
紙
面
に
て

そ
の
質
問
の
内
容
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

議
会
の
様
子
は
極
力
詳
細
に

と
心
が
け
て
は
い
ま
す
が
、
町

民
の
皆
さ
ん
が
傍
聴
に
足
を
運

ん
で
い
た
だ
き
、
町
政
に
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
議

会
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。

ご
意
見
、
ご
希
望
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長

渡
辺
富
久
馬

                                  

                                  

          

                     

                      

  

        

                   

                    

        

             

                     

 

        

                

                     

    

                

    

１日 タグボート新造船安全祈願祭

７日 議会運営委員会

８日 広尾市街地敬老会

９日 帯広市議会主催議員研修会 (帯広市)

10日 第３回町議会定例会 (～16日)

11日 石川衆議院議員を励ます会 (帯広市)

13日 福祉まつり・高齢者芸能発表会

15日 特老・養護・支援ハウス合同敬老会

議会運営委員会

20日 開町記念式典

十勝神社秋季例大祭・宵宮祭

21日 十勝神社秋季例大祭・本祭

24日 南十勝消防事務組合議会臨時会 (広尾町)

26日 鈴木衆議院議員を励ます会 (帯広市)

     

２日 十勝毎日新聞社創刊90周年記念式典

(帯広市)

５日 決算審査特別委員会 (～７日)

議員協議会

８日 十勝町村議会議員研修会 (幕別町)

20日 産業常任委員会

24日 サンタランドツリー点灯式

27日 総務常任委員会行政視察調査 (～28日・剣

淵町､ 和寒町､ 旭川市)

30日 十勝圏複合事務組合・十勝環境複合事務組

合議会 (帯広市)

     

６日 総務常任委員会

７日 東京広尾会 (～８日・東京都)

10日 町村議会議長全国大会及び都内行政視察

(～12日・東京都)

11日 雪印大樹工場地域懇談会 (大樹町)

17日 標津町議会行政視察来町

20日 議会広報特別委員会

26日 議会運営委員会

    

           

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

           

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

            

請願 (陳情) とは､ 国や道､ 町に対し希望や要望をす

ることで､ 憲法や地方自治法に規定された住民の権利で

す｡

私たちの町を住みよい町にするために請願 (陳情)書

をご利用ください｡ 詳しくは､ 議会事務局へお問い合わ

せください｡

       

     

        

  

             

             

             

            

          

   

             


